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(57)【要約】
【課題】撮像素子などの実装時の取り付け性のよい内視
鏡装置を提供する。
【解決手段】内視鏡装置における電子内視鏡１０は、撮
像により画像信号を取得する撮像素子（ＣＣＤ）１５ａ
を備える。画像信号を光信号に変換し、画像処理を行う
装置に出力する光変調部（ＬＤドライバ１５ｂ、発光部
１５ｃ）を備える。撮像素子１５ａを一方の面に取り付
け、光変調部を他方の面に取り付けた、可撓性のある基
板１６ａを備える。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像により画像信号を取得する撮像素子と、
　前記画像信号を光信号に変換し、画像処理を行う装置に出力する光変調部と、
　前記撮像素子を一方の面に取り付け、前記光変調部を他方の面に取り付けた、可撓性の
ある基板とを備えることを特徴とする内視鏡装置における電子内視鏡。
【請求項２】
　前記基板の前記撮像素子が取り付けられた部分が、前記光変調部が取り付けられた部分
と略垂直な位置関係になるように、前記基板は折り曲げられた状態で前記電子内視鏡に取
り付けられることを特徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項３】
　前記基板は、前記画像処理を行う装置からの複数の制御信号線で構成される制御信号線
部及び複数の電気信号線で構成される電気信号線部の少なくとも一方を実装することを特
徴とする請求項１に記載の電子内視鏡。
【請求項４】
　前記基板の前記撮像素子、及び前記光変調部が取り付けられる部分以外であって、前記
制御信号線及び電気信号線が実装された部分は、１以上の制御信号線または電気信号線ご
とに裁断分割した短冊状に構成されることを特徴とする請求項３に記載の電子内視鏡。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置の電子内視鏡に関し、特に電子内視鏡からプロセッサへの画像信
号の伝送を光を介して行う装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子内視鏡とプロセッサとの間の信号伝送について光を介して行う装置が提案さ
れている。
【０００３】
　特許文献１は、電子内視鏡からプロセッサに送る画像信号について、光を介して伝送す
る内視鏡装置を開示する。
【特許文献１】特開平１０－２９５６３５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の装置など従来の電子内視鏡の先端部分は、撮像素子、及び撮像素
子の駆動回路と、プロセッサからの制御信号線や電気信号線との接続は、シールド線と半
田付けを使って行われており、取り付け性の問題が生じていた。
【０００５】
　したがって本発明の目的は、撮像素子などの実装時の取り付け性のよい内視鏡装置を提
供することである。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る内視鏡装置における電子内視鏡は、撮像により画像信号を取得する撮像素
子と、画像信号を光信号に変換し、画像処理を行う装置に出力する光変調部と、撮像素子
を一方の面に取り付け、光変調部を他方の面に取り付けた、可撓性のある基板とを備える
。
【０００７】
　好ましくは、基板の撮像素子が取り付けられた部分が、光変調部が取り付けられた部分
と略垂直な位置関係になるように、基板は折り曲げられた状態で電子内視鏡に取り付けら
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れる。
【０００８】
　また、好ましくは、基板は、画像処理を行う装置からの複数の制御信号線で構成される
制御信号線部及び複数の電気信号線で構成される電気信号線部の少なくとも一方を実装す
る。
【０００９】
　さらに好ましくは、基板の撮像素子、及び光変調部が取り付けられる部分以外であって
、制御信号線及び電気信号線が実装された部分は、１以上の制御信号線または電気信号線
ごとに裁断分割した短冊状に構成される。
【発明の効果】
【００１０】
　以上のように本発明によれば、撮像素子などの実装時の取り付け性のよい内視鏡装置を
提供することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、第１実施形態について、図を用いて説明する。第１実施形態にかかる内視鏡装置
１は、電子内視鏡１０、及びプロセッサ３０を備える電子内視鏡装置である（図１参照）
。
【００１２】
　電子内視鏡１０は、先端部に照明部１１、対物光学系１３、及び撮像部１５を有し、照
明部１１によって照らされた被写体である体内などを、対物光学系１３を介して撮像部１
５で撮像する。
【００１３】
　照明部１１は、ライトガイド１１ａ、照明レンズ１１ｂを有する。撮像部１５は、ＣＣ
Ｄ１５ａ（ＣＭＯＳなど他の撮像素子であってもよい）、ＬＤドライバ１５ｂ、ＶＣＳＥ
Ｌ（Ｖｅｒｔｉｃａｌ　Ｃａｖｉｔｙ　Ｓｕｒｆａｃｅ　Ｅｍｉｔｔｉｎｇ　Ｌａｓｅｒ
）などの発光部１５ｃ、光伝送ケーブル１５ｊ、ＣＣＤドライバ回路３７ｄからの制御信
号をＣＣＤ１５ａに伝送する制御信号線部１７ａ、電気信号線部１９ａ、及び電源部１９
ｂを有する。
【００１４】
　プロセッサ３０は、電子内視鏡１０に照明光、制御信号、及び電力を供給し、電子内視
鏡１０で撮像された被写体の画像信号について画像処理を行い、ＴＶモニタ（不図示）で
観察可能なビデオ信号に変換する。
【００１５】
　プロセッサ３０は、光源部３１、ＰＤ（Ｐｈｏｔｏ　Ｄｉｏｄｅ）などの受光部を有す
る光復調部３５ａ、相関二重サンプリング回路（ＣＤＳ：Ｃｏｒｒｅｌａｔｅｄ　Ｄｏｕ
ｂｌｅ　Ｓａｍｐｌｉｎｇ）３５ｂ、ＡＤＣ（Ａｎａｌｏｇｕｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｃｏ
ｎｖｅｒｔｅｒ）３５ｃ、ＤＳＰ回路３５ｄ、ＴＧ（Ｔｉｍｉｎｇ　Ｇｅｎｅｒａｔｏｒ
）／ＳＳＧ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｉｚｉｎｇ　Ｓｉｇｎａｌ　Ｇｅｎｅｒａｔｏｒ）３５ｅ
、ＣＣＤドライバ回路３７ｄ、及びＣＣＤ電源部３９を有する。
【００１６】
　光源部３１は、キセノンランプ光源などの点燈回路であり、被写体を照らす照明光を発
光する。光源部３１から発光された照明光は、ライトガイド１１ａ、照明レンズ１１ｂを
介して電子内視鏡１０の先端部から被写体に向けて照射される。
【００１７】
　被写体像は、ＣＣＤ１５ａによって対物光学系１３を介した光学像として撮像される。
光学像に関する画像信号は、ＬＤドライバ１５ｂによって光信号に変換され、発光部１５
ｃで点滅される。発光部１５ｃで発光される光信号は、光伝送ケーブル１５ｊを介し、プ
ロセッサ３０の光復調部３５ａで受光されて電気信号に変換され、ＣＤＳ３５ｂにおける
相関二重サンプリング処理、及びＡＤＣ３５ｃにおけるＡ／Ｄ変換後、ＤＳＰ回路３５ｄ
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において画像処理される。
【００１８】
　ＤＳＰ回路３５ｄによる画像処理後、ＤＡＣ（不図示）でアナログ信号に変換され、ア
ナログＲＧＢコンポーネント信号、エンコーダ（不図示）でＹ／Ｃ分離されたビデオ信号
がＴＶモニタ（不図示）に送られる。ＴＶモニタはこれを映像信号として表示する。
【００１９】
　ＴＧ／ＳＳＧ３５ｅは、クロックパルスを出力する。クロックパルスに基づいて、ＣＣ
Ｄドライバ回路３７ｄが、制御信号線部１７ａを介してＣＣＤ１５ａに制御信号を送り、
動作制御を行う。また、クロックパルスに基づいて、光復調部３５ａ、ＣＤＳ３５ｂ、Ａ
ＤＣ３５ｃ、及びＤＳＰ３５ｄの動作制御が行われる。
【００２０】
　プロセッサ３０のＣＣＤ電源部３９は、電気信号線部１９ａを介して電子内視鏡１０の
電源部１９ｂに電力を供給する。電源部１９ｂは、撮像部１５など電子内視鏡１０の各部
に電力を供給する。
【００２１】
　次に、電子内視鏡１０の先端部におけるＣＣＤ１５ａなど撮像に関する部分の実装につ
いて説明する（図２、図３参照）。電子内視鏡１０の先端部は、実装に関する部分として
、ＦＰＣ（Ｆｌｅｘｉｂｌｅ　Ｐｒｉｎｔｅｄ　Ｃｉｒｃｕｉｔ）で構成された基板１６
ａ、撮像素子基板１６ｂ、通常のガラス基板やシリコン基板等で構成された発光素子基板
１６ｃを有する。
【００２２】
　基板１６ａは、片方の面上に撮像素子基板１６ｂがリフローで取り付けられ、他方の面
上に発光素子基板１６ｃがリフローで取り付けられる。撮像素子基板１６ｂ上には、ＣＣ
Ｄ１５ａが取り付けられ、発光素子基板１６ｃ上には、ＬＤドライバ１５ｂ、及び発光部
１５ｃが取り付けられる。光伝送ケーブル１５ｊは、その入射端が発光部１５ｃの発光面
と対向する位置関係に取り付けられる。
【００２３】
　基板１６ａには、複数の制御信号線（導線）で構成される制御信号線部１７ａ、複数の
電気信号線（導線）で構成される電気信号線部１９ａが実装される（図２、図３では不図
示）。基板１６ａは、可撓性（曲がりやすさ）が求められる電子内視鏡１０の先端部から
少なくとも数１０センチメートルの範囲で構成され、その先からプロセッサ３０との接続
部までは通常のワイヤで構成されてもよい。また、プロセッサ３０との接続部まで総て基
板１６ａで構成されてもよい。
【００２４】
　基板１６ａのＣＣＤ１５ａが取り付けられた部分が、ＬＤドライバ１５ｂなどが取り付
けられた部分と略垂直な位置関係になるように、基板１６ａは折り曲げられた状態で電子
内視鏡１０の先端部に取り付けられる。この構成により、電子内視鏡１０の先端部の径を
大きくすることなく、撮像素子基板１６ｂと発光素子基板１６ｃとを最短で接続出来るの
で、ノイズ耐性を向上させるメリットを有する。
【００２５】
　これにより、電子内視鏡１０の先端部の撮像に関する部分が１つの基板１６ａ上にリフ
ローで取り付けられるため、半田付けなどの作業が不要になり取り付けが簡素化される。
また、画像信号の伝送に光が使用されてノイズ耐性が向上するため、制御信号線部１７ａ
や電気信号線部１９ａをシールド線で構成する必要がなくなり、コストダウンに貢献でき
る。
【００２６】
　また、基板１６ａのＣＣＤ１５ａが取り付けられた部分が、ＬＤドライバ１５ｂなどが
取り付けられた部分と略垂直な位置関係になるように、基板１６ａが折り曲げられること
により、電子内視鏡１０の先端部から正面を撮像する直視タイプの電子内視鏡に使用され
るが、折り曲げずに使用することにより、電子内視鏡１０の先端部から側面を撮像する側
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【００２７】
　また、発光部１５ｃからの発光光量を調整するため、発光部１５ｃからの光の一部を受
光して光量に関する情報をＬＤドライバ１５ｂにフィードバックさせてもよい。この場合
、発光素子基板１６ｃ上に、発光部１５ｃからの光を分割し、一部を受光素子（ＭＰＤ：
Ｍｏｎｉｔｏｒ　Ｐｈｏｔｏ　Ｄｉｏｄｅ）に、残りを光伝送ケーブル１５ｊに送るビー
ムスプリッタ、及び受光素子がさらに取り付けられる。
【００２８】
　また、基板１６ａの可撓性を確保するため、撮像素子基板１６ｂ、及び発光素子基板１
６ｃが取り付けられる部分以外であって、制御信号線部１７ａや電気信号線部１９ａが実
装された部分は、１以上の制御信号線または電気信号線ごとに裁断分割した短冊状に構成
されてもよい（図４参照）。
【図面の簡単な説明】
【００２９】
【図１】第１実施形態における内視鏡装置の構成図である。
【図２】内視鏡装置における電子内視鏡の先端部分の側面構成図である。
【図３】内視鏡装置における電子内視鏡の先端部分の上面構成図である。
【図４】内視鏡装置における電子内視鏡の先端部分の上面構成図であって、図３と異なる
形態を示す図である。
【符号の説明】
【００３０】
　１　内視鏡装置
　１０　電子内視鏡
　１１　照明部
　１１ａ　ライトガイド
　１１ｂ　照明レンズ
　１３　対物光学系
　１５　撮像部
　１５ａ　ＣＣＤ
　１５ｂ　ＬＤドライバ
　１５ｃ　発光部
　１５ｊ　光伝送ケーブル
　１６ａ　基板
　１６ｂ　撮像素子基板
　１６ｃ　発光素子基板
　１７ａ　制御信号線部
　１９ａ　電気信号線部
　１９ｂ　電源部
　３０　プロセッサ
　３１　光源部
　３５ａ　光復調部
　３５ｂ　ＣＤＳ
　３５ｃ　ＡＤＣ
　３５ｄ　ＤＳＰ回路
　３５ｅ　ＴＧ／ＳＳＧ
　３７ｄ　ＣＣＤドライバ回路
　３９　ＣＣＤ電源部
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